第43回明治学院大学定期対校戦　　　7月5日（土）　大井陸上競技場

～1・2年生の活躍で大差の勝利～

対校

100ｍ　　　　廣田　康大（2）　　　10秒8　　　　　　優勝

　　　　　　 山田　雄貴（2）　　　 11秒4　　　　　　3位

　　　　　　 松尾　俊輔（1）　　　 11秒5　　　　　　5位

400ｍ　　　　作井　啓介（1）　 　 49秒7　　　　　　優勝

　　　　　　 田中　雄太（1）　　　 50秒5　　　　　　3位

　　　　　　 木村　雅人（1）　　　 51秒9　　　　　　5位

1500ｍ　　　 前　　一平（1）　　　4分10秒8　　　  優勝

　　　　　　 奥澤　　匠（1）　　　4分19秒6　　　　2位

　　　　　　 山本　博紀（1）　　　4分21秒9　　　　3位

5000ｍ　　　 柱　　欽也（3）　　  15分54秒9　　 　優勝

　　　　　　 三代川淳一（3）　　　16分26秒4　　　 2位

　　　　　　 槻澤　　翔（1）　　　16分35秒4　　　 3位

4×100　　　山田・松尾・荒・廣田　　42秒4　　　　　　優勝

4×400　　　細澤・田中・木村・作井　 3分20秒6　　　 優勝

走幅跳　　　大和田真慈（1）　　　 6ｍ40　　　　　　2位

　　　　　　古家　嗣久（2）　　 　6ｍ22　　　　　　3位

　　　　　　廣田　康大（2）　　 　6ｍ17　　　　　　4位

走高跳　　　廣田　康大（2）　　　 1ｍ90　　　　　　優勝

　　　　　　関野山慎治（3）　　　 1ｍ85　　　　　　2位

　　　　　　古家　嗣久（2）　　　 1ｍ80　　　　　　3位

砲丸投　　　山本　健介（3）　　　 9ｍ03　　　　　　優勝

　　　　　　荒　　裕気（3）　　　 7ｍ75　　　　　　4位

　　　　　  木戸　勇輔（2）　　　 7ｍ32　　　　　　5位

槍投　　　　山本　健介（3）　　　48ｍ58　　　　　　優勝

　　　　　　関野山慎治（3）　　　38ｍ54　　　　　　4位

　　　　　　廣田　康大（2）　　　38ｍ17　　　　　　5位

オープン（主な記録）

100ｍ　　　大和田真治（1）　 　　11秒7

　　　　　　小西　　優（ＯＢ）　 11秒7

　　　　　　糠信　一総（2）　　　12秒7

　　　　　　斉藤　博俊（3）　　　12秒7

　　　　　  西村　紀俊（1）　　　12秒8

400ｍ　　　 斉藤　博俊（3）　　　55秒4

　　　　　　西村　紀俊（1）　　　56秒2

　　　　　　糠信　一総（2）　　　57秒5

1500ｍ　　 柱　　欽也（3）　　　4分09秒2

　　　　　 石川　雄太（1）　　　4分12秒0

　　　　　　槻澤　　翔（1）　　 4分16秒5

　　　　　　瀬川　陽平（2）　　 4分17秒1

　　　　　　小山田典洋（2）　　 4分19秒6

　　　　　　時庭　　崇（1）　　 4分20秒7

　　　　　　宮里　昌寛（4）　　 4分28秒3

5000ｍ　　 石川　雄太（1）　　　15分51秒8

　　　　　　瀬川　陽平（2）　　　15分52秒8

　　　　　　宮里　昌寛（4）　　　16分16秒1

　　　　　　時庭　　崇（1）　　　16分22秒8

　　　　　　小山田典洋（2）　　　16分55秒3

　　　　　　斉藤　浩平（1）　　　17分01秒5

　　　　　　金子　政春（2）　　　18分43秒4

　　　　　　原田　　光（1）　　　18分57秒5

4×100　　 細澤・作井・田中・木村　43秒6

走幅跳　　　山田　雄貴（2）　　　6ｍ01

　　　　　　荒　　裕気（3）　　　5ｍ51

走高跳　　　大和田真慈（1）　　　1ｍ85

砲丸投　　　関野山慎治（3）　　　8ｍ31

【対校成績】　　　　　　東京経済大学　　　35勝8敗

	
	トラック
	フィールド
	総合

	優勝　東京経済大学
	26
	15
	41

	2位　明治学院大学
	6
	9
	15


【個人表彰】

最優秀選手賞　　　石見源太郎（明学・3年）　走幅跳大会記録（7ｍ32）

新人賞　　　　　　作井　啓介（東経・1年）　400ｍ優勝（49秒7）

新人賞　　　　　　前　　一平（東経・1年）　1500ｍ優勝（4分10秒8）

· 1・2年生が大活躍の大会となった。

100ｍ・走高跳優勝の廣田（2）は2年生にして勝って当然という風格があり、400ｍ優勝の作井（1）も試合巧者ぶりを見せ付けてくれ、堂々の優勝！4×400でもアンカーを務めゴール手前で逆転し勝利に導いてくれた。その他4×100の2走を務めた松尾（1）の好走、4×400の田中（1）・木村（1）も強力な戦力になりつつある。中長距離では、走り込みの時期と高温という悪コンディションで記録的には低調であったが、1500ｍ優勝の前（1）、オープンながら5000ｍでこの日最高記録を出した石川（1）、その石川とデットヒートの末敗れた瀬川（2）が健闘した。跳躍では、古家（2）・大和田（1）が走高跳・走幅跳で健闘した。

この1・2年生が今後の東経大を担っていってくれることを思うと楽しみで、心強い。
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